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山
辺
文
伯
と
そ
の
著
書
「
産
育
編
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

解
明
さ
れ
ず
に
至
っ
て
い
る
疑
問
点
が
あ
る
。
今
回
若
干
明
ら
か

に
な
し
得
た
点
を
報
告
す
る
。

一
、
山
辺
文
伯
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
伝
記
が
な
く
、
墓
所ま

さ

も
、
生
没
年
す
ら
未
詳
で
あ
る
。
中
津
藩
奥
平
大
膳
大
夫
（
昌

か
ま
さ
お

鹿
・
昌
男
・
昌
高
三
代
）
十
万
石
の
藩
医
で
あ
っ
た
が
、
黒
屋
直

房
の
『
中
津
藩
」
や
郷
地
史
料
に
も
そ
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。

「
賀
川
口
伝
覚
書
」
に
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
九
月
「
上
京

こ
と
ご
と
く

之
時
賀
川
玄
悦
子
者
二
婦
人
産
前
後
ノ
療
術
壼
口
授
ヲ
得
。

此
老
翁
七
十
有
余
〔
実
は
六
五
歳
〕
」
と
あ
る
の
が
活
動
の
最
初

の
記
述
で
あ
る
。
な
お
「
京
都
ニ
在
リ
テ
吉
益
東
洞
二
学
ビ
」
と

「
日
本
産
科
叢
書
」
略
伝
に
あ
る
。
一
方
、
彼
を
有
名
に
し
て
い

る
英
国
鉗
子
図
に
、
寛
政
十
年
二
七
九
八
）
五
月
二
十
日
「
之

』
つ
つ

を
潟
す
」
と
あ
る
の
が
彼
の
記
録
の
最
後
で
あ
る
。
こ
れ
は

34

中
津
藩
医
山
辺
文
伯
と
産
育
編
に
つ
い
て

石
原

力

の
目
巴
扁
鉗
子
紹
介
の
片
倉
元
周
著
『
産
科
発
蒙
』
序
文
寛
政
五

年
（
一
七
九
三
）
よ
り
五
年
後
で
あ
る
。
中
津
藩
医
前
野
良
沢
の

弟
子
嶺
春
泰
（
寛
政
五
年
没
）
所
蔵
の
英
書
が
両
者
の
共
通
源
の

可
能
性
が
高
い
。

成
立
年
の
明
白
な
著
書
に
は
「
産
論
』
の
前
年
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
の
『
賀
川
口
伝
覚
書
』
、
こ
れ
を
増
補
し
た
「
婦
人
産

前
産
後
腹
診
手
術
法
』
、
明
和
九
年
（
七
二
）
十
月
序
文
の
「
産

育
編
」
、
安
永
八
年
（
七
九
）
の
刊
本
「
傷
寒
論
簔
註
」
、
天
明
二

年
（
八
三
序
文
の
刊
本
「
金
置
要
略
菱
註
」
が
あ
り
、
そ
の
他

『
痘
疹
要
訣
」
、
『
簡
易
効
方
」
も
あ
る
。
ま
た
書
名
の
み
の
も
の

に
『
経
絡
詳
義
」
、
「
痘
疹
証
治
」
、
『
徽
瘡
証
治
」
、
『
婦
科
要
訣
」

が
知
ら
れ
て
い
る
。
「
産
育
編
』
凡
例
で
は
家
伝
の
「
独
龍
散
」

を
紹
介
、
門
弟
に
触
れ
て
お
り
、
医
師
の
家
系
で
弟
子
を
養
成
し

て
い
た
ら
し
い
。
序
に
あ
る
東
都
涜
花
堂
は
家
塾
で
あ
ろ
う
。
天

明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
月
涜
花
堂
で
米
藩
の
森
順
太
が
「
産
育

論
」
を
写
し
て
い
る
（
国
会
図
書
館
本
）
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
家

塾
は
続
い
た
と
み
ら
れ
る
。
場
所
は
中
津
藩
中
屋
敷
が
あ
っ
た
鉄

砲
洲
（
中
央
区
湊
一
丁
目
）
で
あ
ろ
う
。

二
、
佐
伯
理
一
郎
は
『
日
本
女
科
史
』
二
九
○
一
）
で
、
賀
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川
家
門
籍
に
山
辺
文
伯
の
入
門
署
名
が
享
和
二
年
二
八
○
二
）

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
産
育
編
」
の
明
和
九
年
は
「
恐
ラ
ク
ハ
誤
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
門
籍
過
信
は
緒
方
正
清
の
『
日
本
産
科
学

史
」
（
一
九
一
九
）
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
梶
完
治
槁
（
一
九
四

五
）
『
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」
で
は
、
同
氏
写
蔵
の
門
籍
帳

第
二
巻
に
「
享
和
二
年
戌
九
月
、
江
戸
鉄
砲
洲
（
豊
前
家
中
）
山

辺
文
伯
（
最
）
廿
四
歳
」
と
あ
り
、
第
三
巻
の
免
許
皆
伝
帳
に
は

「
享
和
二
年
十
月
、
東
都
山
辺
文
伯
」
と
あ
る
こ
と
ま
で
披
露
し

て
お
き
な
が
ら
、
佐
伯
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
廿
四
歳
の
文
伯
の

生
年
は
一
七
七
九
年
と
な
る
が
、
そ
の
七
年
前
に
『
産
育
編
」
は

あ
つ
ま
さ

書
か
れ
て
い
る
。
素
直
に
と
れ
ば
著
者
は
篤
雅
・
文
伯
で
玄
悦
に

師
事
、
玄
悦
の
孫
嫡
系
二
代
満
定
（
藺
斎
）
に
入
門
し
た
の
は
篤

雅
の
嫡
子
で
文
伯
を
襲
名
し
た
最
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い

る
。
明
治
大
学
図
書
館
蔵
の
「
門
籍
」
原
本
を
み
る
と
梶
氏
記
載

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
巻
三
（
梶
氏
と
は
二
と
三
が
逆
）
で
は

「
江
戸
鉄
鉋
洲
豊
前
中
津
家
中
山
邊
文
伯
最
二
十
四
歳

（
花
押
こ
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
「
産
育
編
」
は
東
大
図
書
館
呉
氏
寄
贈
本
が
自
筆
校
正
本
、

同
青
洲
文
庫
本
に
は
図
が
な
く
、
寛
政
十
年
以
前
の
写
本
と
思
わ

れ
、
東
洋
文
庫
本
は
『
産
育
論
」
と
な
っ
て
い
る
。
杏
雨
書
屋
本

は
『
日
本
産
科
叢
書
」
所
収
で
あ
る
。

イ
ン
ギ
リ
ス
こ
う

四
、
『
産
育
編
」
の
諸
厄
利
亜
の
鋏
、
即
ち
鉗
子
を
佐
伯
は

即
〕
吊
罠
⑦
若
し
く
は
厩
罵
言
鉗
子
、
緒
方
は
両
鉗
子
の
紹
介
と

し
、
古
賀
十
二
郎
（
一
九
四
二
）
は
め
目
竺
耐
、
梶
、
阿
知
波
五

郎
は
宅
巴
ご
ロ
と
し
た
。
厩
覇
旨
鉗
子
は
葉
に
窓
が
な
い
匙
状
で

あ
る
が
、
山
辺
の
鉗
子
図
の
左
図
の
左
右
両
葉
接
合
図
で
は
、
各

葉
に
窓
が
僅
か
な
が
ら
見
え
る
の
で
勺
巴
ご
ロ
で
は
な
い
。
ま
た

右
図
は
、
左
葉
を
九
○
度
反
時
計
回
旋
し
て
英
国
式
接
合
部
と
窓

と
を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
の
図
が
、
ョ
里
‐

一
席
の
シ
印
①
茸
具
シ
冒
胃
○
日
局
里
弓
号
一
隅
（
一
七
五
四
）
の
第
三

七
図
で
あ
る
。

鉗
子
図
の
右
方
に
上
腕
脱
出
遷
延
横
位
の
際
刀
（
２
『
ぐ
＆

百
号
）
で
肩
よ
り
切
り
、
鉤
（
ｇ
９
ｇ
８
で
牽
出
す
る
用
具
の

図
が
あ
る
。
こ
れ
と
酷
似
す
る
図
が
⑦
昌
扁
目
８
こ
の
○
冨
尽
‐

ず
胃
昏
（
一
六
一
二
）
に
み
ら
れ
る
。

（
渭
風
園
診
療
所
・
第
二
渭
風
園
医
務
部
）


